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今月のクイズ

　夕暮れ時に「まだ明るい」と感じていても、周囲は徐々に薄暗くなり視界が悪くなります。その
ような薄暮時間帯を走行中に、歩行者が道路を横断しようと自車の前に出てきたら、あなたは事故
を回避できますか？
　今月は、薄暮時間帯に多い重大事故を通し、薄暮時間帯に安全走行するためにはどうしたらよい
のかをみてみましょう。

薄暮時間帯の安全走行

　2021年に起きた夜間の事故（76,962件）は、交通
事故全体（305,196件）の約25％を占めていまし
た。一方、夜間の死亡事故（1,179件）は、死亡事
故全体（2,583件）の約46％を占めており、夜間は
重大事故が多くなる傾向があります。
　2017～2021年の5年間に起きた時間帯別の死亡事
故件数をみると、夜間の中でも暗闇になる20時以降
と交通量の違いはありますが、薄暮時間帯※の17～
19時台に最も多く発生しています（図1）。日没前
後の薄暮時間帯は、周囲が見えにくくなったことに
ドライバーが気付かない状況が生じ、危険の発見が
遅れるため、重大事故につながりやすくなります。

図1～5 出典：警察庁交通局「薄暮時間帯における交通事故防止」より弊社作成

※「薄暮時間帯」とは、日没時刻の前後1時間（通算2時間）をいいます（日没時刻は、
各日の各都道府県の都道府県庁所在地（北海道は各方面本部所在地を含む）の国立天
文台天文情報センター暦計算室の計算による日の入り時刻によります）。

図3：薄暮時間帯における「自動車
対歩行者」の事故類型別死亡
事故の割合（2017～2021年） 図5：横断中のうち横断歩道以外の横断における歩行者

の法令違反件数の内訳（2017～2021年）

図4：横断場所の内訳（2017～2021年）

夜間の中でも、薄暮時間帯に重大事故が起きやすい

　薄暮時間帯の死亡事故（時間当たり）を当事者別にみる
と、「自動車対歩行者」が49％を占め、昼間と比べ約2.5倍
も多くなります（図2）。事故時の歩行者の行動は「横断
中」が86％を占め、そのうち「横断歩道以外の場所を横
断」が76％を占めました（図3,4）。さらに、「横断歩道以
外の場所を横断」した歩行者の法令違反をみると、「走行
車両の直前直後横断」が最も多くを占めています（図5）。
薄暮時間帯は、周囲の視界が徐々に悪くなるためドライバ
ーも歩行者も互いの存在に気付くのが遅れたり、距離や速
度がわかりにくくなったりするため、歩行者との重大事故
を起こす危険性が高まります。

薄暮時間帯は、ドライバーも歩行者も互いの存在に気付くのが遅れ事故が起きる

図1：時間帯別の死亡事故件数（2017～2021年）
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図2：当事者別の時間当たりの死亡事故件数の割合
（2017～2021年）
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夕暮れ時を示す「薄暮時間帯」は、視界が
徐々に悪くなるため交通事故が起きやす
くなります。交通において、この「薄暮時間
帯」とは具体的にどの時間帯をいうか、次
の中から選んでください。

①日没時刻前の1時間をいいます
②日没時刻後の1時間をいいます
③日没時刻の前後１時間をいいます

（答えは裏面）
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　薄暮時間帯は、周囲の危険に気付きにくくなることに加え、一日の疲れでぼんやりしていたり、帰
りを急いでいたりして事故を起こす危険性が高まります。さらに、歩行者側は「まだ明るいからドラ
イバーは自分が見えている」と思い込み道路を横断し始める危険があります。薄暮時間帯に、いち早
く危険に気付き、安全に走行するためには、どうすればよいかをみてみましょう。

早めにヘッドライトを点け、ハイビームにして走行しましょう
こまめにスピードメーターを確認し、昼間より速度を抑えましょう
横断歩道ありの標識や標示が現れたら、いつでも止まれるようにしましょう
横断歩道以外の場所でも、道路の右側から横断する歩行者に注意を払いましょう

今月のクイズの答え

③日没時刻の前後１時間をいいます（日没時刻は、月日や都道府県により異なります） 出典：警察庁「薄暮時間帯における交通事故防止」より

地域によって異なりますが、10月になると16時ごろに薄暗くなり始めます。「ま
だ明るい」と感じていても視界は徐々に悪くなっており、事故が起きやすい状態
に陥ります。いち早く歩行者を発見し事故を回避できるように、早めにヘッドラ
イトを点けましょう。また、視界を十分に確保するために、ヘッドライトはハイ
ビームにして走行しましょう。ただし、先行車や対向車がいる場合には、相手の
ドライバーが眩しくならないようにロービームに切り替えましょう。

早めにヘッドライトを点け、ハイビームにして走行しましょう

出典：政府広報オンライン　2021年9月「夕暮れ時に歩行者が
死亡する交通事故が多発！この時間帯の交通事故を防
ぐには？」（資料：警察庁）より弊社作成

出典：公益財団法人 交通事故総合分析センター イタルダインフォメーションNo.83「自動車と歩行者の事故”危ない！右から歩行者が横断！”」より弊社作成

※「危険認知速度」とは、運転者が相手方を認め、危険を
認知した時点の速度。運転者が危険を認知せずに事故
に至った場合は、事故直前の速度をいいます。

図6：薄暮時間帯の信号機のない横断歩道における
自動車の危険認知速度別の歩行者の死亡事故
件数（2016～2020年）

図7：自動車直進時と歩行者横断中の死亡事故にお
ける昼夜別の歩行者の横断方向（2009年中）

早めにヘッドライト
を点け、ハイビーム
にして走行する

周囲が暗くなり、視界を流れる景色がほとんど感じられなくなると、実際の速さ
より遅く感じてしまう傾向があります。「そんなに速度は出ていない」と思い込
まずに、適正なスピードで走行しているか、時々スピードメーターで確認し、昼
間より速度を抑えましょう。

こまめにスピードメーターを確認し、昼間より速度を抑えましょう

薄暮時間帯に、信号機のない横断歩道で起き
た歩行者との死亡事故件数を、自動車側の危
険認知速度※別にみると時速30km超から
60km以下が多くなります（図6）。横断歩
道手前で自動車が十分に減速していないこと
が見て取れます。歩行者が横断歩道を横断
中、もしくは横断しようとしているときは、
その手前で一時停止しなくてはいけません。
また、横断歩道付近に歩行者が確認できなく
ても、不意に現れる可能性があります。この
先に横断歩道があることを示す標識や標示が
現れたら、すぐにブレーキの上に足を移動し
て、いつでも止まれるようにしましょう。

横断歩道ありの標識や標示が現れたら、いつでも止まれるようにしましょう

夜間は、道路の右側から横断してきた歩行者との死亡事故が多くな
ります（図7）。夜間に限らず薄暮時間帯も道路右側は視界が悪くな
ります。また、対向車のヘッドライトに目が眩むと、対向車の後か
ら横断する歩行者を発見することが難しくなります。とくに横断歩
道以外の場所で右側から歩行者が横断してきた場合、発見が遅れて
しまう可能性があります。薄暮時から夜間は常に「道路の右側から
横断する歩行者がいるかもしれない」と考えて、注意を怠らないよ
うにしましょう。

横断歩道以外の場所でも、道路の右側から横断する歩行者に注意を払いましょう

薄暮時間帯の安全走行とは
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昼間より速度を抑える
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